　食べ物の旅
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

食べ物が体の中をどのように旅をするのか調べよう
だ液の秘密
◎だ液はでんぷんを（　　　　　　　　）にかえた。だ液は水ではなかったのだ。
◎実は，だ液の中に（　　　　　　　　）という超小さい粒が入っているからだ。

◎酵素は家庭の中でどこに使われているだろうか。テレビのＣＭで聞いたことはないか？
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）


（









）

◎酵素は他の物質を（　　　　　　）させるが，（　　　　　　　）はその時変化しない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→少量で何回も活躍できる。まるで、（　　　　　　　　　　）のようだ。
食べ物の旅マップを見てみよう
◎口から入った食べ物が、旅をするところを（　　　　　　　　　）器官という。

◎酵素を含む体液を（　　　　　　　　）といい、食べ物の旅のお供をする。

◎口から食道→胃→十二指腸→小腸→大腸→直腸の順に旅をする。赤ペンでたどってみよう。

◎食べ物はどのくらいからだの中を旅するのだろうか。

最低（　　　　　）時間

最高（　　　　　）時間


食べ物は酵素がカギをにぎっている
◎体内のどの場所でどんな食べ物を変化させるかまとめておこう。

◎よく参考書にある資料を下の表のようにもっと簡単にすると・・・
	消化液
	場所
	炭水化物
でんぷんなど
	タンパク質
	脂肪

	だ液
	くち
（唾液せん）
	
	×
	×

	胃液
	
	
	
	

	胆汁
	
	
	
	

	すい液
	
	
	
	

	腸液
	
	
	
	

	吸収される状態
	
	
	
	

	吸収されるところ
	柔毛
	毛細血管
	
	


食べ物の旅の最後はどうなるのだろうか。
◎このように分解された食べ物は，小腸の（　　　　　　　　）から吸収される。
☆小腸の図　　柔毛↓




柔毛の毛細血管とリンパ管の様子
◎このような工夫で小腸の表面積は（　　　　　）ｍ2にもなる。

◎食べ物で吸収されなかった残りカスは、大腸で水分が吸収され，（　　　　　　　　）となって直腸に貯えられ。1日1回ぐらい，体の外に出てゆく。

◎大便はなぜ茶色なのか。

①（　　　　　　　）の中に含まれるビリルビンという物質の色。

②肝臓で分解された（　　　　　　　　　　　）が，胆汁と（　　　　　　　）腸で混ざって食べ物の旅に参加するから。
食べ物は、消化管の（　　 　　）によって水にとけやすくしたあと、
　（　　　　　）から吸収され、残りは（　　　　）となる。



ヒトの消化器官だけ取り出した図








